
番号 １⽇投与量 投与⽅法  投与時間 投与⽇（day1、day8等）

1 5mg/kg 点滴静注 (*2) day1

2 150mg/m2 点滴静注 90分(*3) day1

3 200mg/m2 点滴静注 120分(*3) day1

4 85mg/m2 点滴静注 120分 day1

5 2400mg/m2 持続静注 46時間(*4) day1〜

6

7

総コース数

備考

更新⽇︓2022/3/1

（＊１）
 定期的に尿蛋⽩をモニタリングすること。

（＊２）
 初回投与時は90分かけて点滴静注する。初回投与の忍容性が良好であれば、2回⽬の
 投与は60分間で⾏っても良い。2回⽬の投与においても忍容性が良好であれば、それ
 以降の投与は30分間投与とすることができる。

（＊３）
 レボホリナートとイリノテカンは同時に投与開始。

（＊4）
 シュアーフューザー使⽤。±6時間程度の誤差の可能性あり。

催吐リスク ⾼度

⽪膚組織障害分類
アバスチン︓⾮壊死性
イリノテカン、オキサリプラチン、５－ＦＵ︓炎症性

投与間隔 14⽇

オキサリプラチン

５－ＦＵ

プレメディケーション
（制吐対策など）

パロノセトロン0.75mg+デキサート注9.9mg
アプレピタントカプセル、デカドロン錠

レジメン名︓ FOLFOXIRI+Bevacizumab（JACCRO）

抗がん剤

アバスチン(*1)

イリノテカン

レボホリナート


